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平成19年１月24日（水曜日）

午前10時２分開会

会議に付した案件

○概要説明

総務部

１．宮崎県防災対策推進条例に基づく県の

取り組みについて

２．消防団員等の公務災害補償制度につい

て

○協議事項

１．委員会報告書骨子（案）について

２．その他

出席委員（12人）

委 員 長 星 原 透

副 委 員 長 横 田 照 夫

委 員 松 井 繁 夫

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 野 辺 修 光

委 員 水 間 篤 典

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 前 本 和 男

委 員 内 村 仁 子

委 員 髙 橋 透

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（１人）

委 員 由 利 英 治

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

総務部

総 務 部 長 河 野 俊 嗣

危 機 管 理 局 長 佐 藤 勝 士

部参事兼総務課長 米 良 剛

危 機 管 理 室 長 日 髙 昭 二

消 防 保 安 室 長 押 川 利 孝

事務局職員出席者

政策調査課主幹
矢 野 雅 博

（特別委員会担当）

議 事 課 主 査 隈 元 淳 二

ただいまから防災対策特別委員○星原委員長

会を開催いたします。

まず、本日の日程であります。

お手元に日程案をお配りしておりますが、本

日は、前回の委員会で委員の皆様から御要望の

ありました 「宮崎県防災対策推進条例に基づく、

県の取り組みについて」及び「消防団員等の公

務災害補償制度について 、総務部から説明を受」

けた後、委員会報告書の骨子案について御協議

をお願いしたいと存じます。

。以上のように取り進めてよろしいでしょうか

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

では、そのように決定いたしま○星原委員長

す。

それでは、総務部入室のため、暫時休憩いた

します。

午前10時３分休憩

午前10時４分再開

委員会を再開いたします。○星原委員長

総務部においでをいただきました。

それでは早速、説明をお願いいたします。

おはようございます。総務部○河野総務部長

の関係、よろしくお願いをいたします。

お手元の資料をごらんいただけますでしょう
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か、目次でございます。きょう御報告をさせて

いただきますのは２点でございまして 「宮崎県、

防災対策推進条例に基づく県の取り組みについ

て」と「消防団員等の公務災害補償制度につい

て」でございます。

詳細につきまして、担当の室長に説明させま

すので、よろしくお願いをいたします。

おはようございます。よ○日髙危機管理室長

ろしくお願いします。

それでは、資料の１ページをお願いいたしま

す 「宮崎県防災対策推進条例に基づく県の取り。

組みについて」であります。

まず、１の基本的考え方についてであります

が、近年、平成17年の台風14号を初め、県内に

甚大な被害をもたらしていることから、本県の

防災力の向上を図り、県民の生命、身体及び財

産などを保護するという条例制定の経緯や趣旨

を踏まえまして、県を挙げた防災対策を推進す

るものであります。

次に、２の条例の周知についてであります。

県民への周知につきましては、宮崎県広報に条

例の全文を登載するとともに、県庁ホームペー

ジの「防災・危機管理情報」に全文を掲載して

おります。また、市町村への周知につきまして

、 、は 県議会から全市町村に条例全文を送付され

地区別の防災担当者会議など市町村職員との業

務連絡の中で随時条例の内容等の説明を行って

おります。今後も、さまざまな機会をとらえま

。 、して周知を図っていきたいと思います さらに

県職員への周知につきましては、全部局の防災

関係職員が携帯します「防災・危機管理ハンド

ブック」の中に条例の抜粋を掲載し、特に条例

。の趣旨や県の責務等について周知しております

今後も庁議等を初めさまざまな会議において取

り上げていく予定としております。

次に、３の条例を踏まえた防災対策の推進に

ついてであります。現在、条例の内容に沿って

条文ごとに現状と今後の対策を検討し、体系的

に整理しているところであります。資料の３ペ

ージをお願いいたします。Ａ３の１枚紙となっ

ておりますが、これは条例の概要を体系化した

ものであり、予防対策や応急対策などの対策ご

とに個々の事業を区分して検討しております。

次に資料の５ページをお願いいたします。条例

に沿った項目ごとの検討表であります。これは

現在作業中でありますが、各項目で、現在実施

中の施策、今後実施すべき施策等の検討を行っ

ています。本県防災対策につきましては、市町

村と緊密な連携を図るとともに、地域防災計画

の見直しも行っていきたいと思います。あわせ

まして、危機管理局におきまして全体の進行管

理を行いながら、全県的にバランスのとれた防

災対策を推進していきたいと考えております。

資料の１ページに戻っていただきたいと思い

ます。４の宮崎県防災の日の制定についてであ

ります。期日につきましては、11月の委員会に

おいて報告を申し上げたとおり、３つの案を中

心に検討中で、今後早急に決定する予定であり

ます。内容につきましては、防災の日の趣旨を

踏まえまして、県民に対する各種啓発事業や住

民参加型の防災訓練等を実施していく予定であ

ります。具体的内容につきましては来年度予算

の中で検討していきたいと思います。

私からは以上であります。

資料の15ページをごらん○押川消防保安室長

いただきたいと存じます 「消防団員等の公務災。

害補償制度について」であります。

１の制度概要にありますように、消防の仕事

は危険性が高く、公務上の災害が少なくないこ

とから、市町村は、消防団員、水防団員、民間
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協力者が災害現場での防災活動等により死亡、

負傷または疾病にかかった場合には、条例の定

めにより、その者またはその遺族に対して損害

を補償しなければならないと消防法等に定めて

おります。具体的には図のようになっておりま

して、まず、市町村が消防団員等公務災害補償

等共済基金との間で災害共済契約を締結、掛金

を支払い、不測の事態が生じた場合には公務災

害補償金が支払われるという仕組みになってお

ります。

２の公務災害補償の内容でございますが、

（１）に記載の療養補償から葬祭補償まで７つ

の補償種類があり、補償額は、後で例を出して

説明いたしますが （２）の基礎額 （３）の介、 、

護保障の額をもとに算定される仕組みとなって

おります。

、 、 、また 掛金は 消防団員は１人当たり1,900円

ＯＢ団員等一般の民間協力者は２円掛ける市町

村人口となっております。

続きまして、17ページをお開きいただきたい

と存じます。ＯＢ消防団員が組織的に活動して

いる市町村の状況を記載しております。申し上

げるまでもなく、消防団は、生業を持ちながら

も、みずからの地域はみずからが守るという崇

高な郷土愛護の精神に基づいて、地域の安心・

安全の確保に大きく貢献している組織でありま

、 、 、すが 近年 全国的に団員数が減少傾向にあり

本県においても、平成18年４月現在の団員数は

１万5,540名 10年前から比較しますと4.3％ 691、 、

名の減となっており、今後も団員数の減少や高

齢化が予想されております。このような中で、

これまで消防団活動で培った知識や経験を生か

し、今後とも地域貢献をしようと組織されてい

るのがＯＢ消防団でございます。

現在、県内市町村の中でＯＢ消防団員が組織

的に活動しているのは、宮崎市、都城市の旧高

城町及び旧山田町、串間市、西都市、諸塚村、

日之影町、五ヶ瀬町の７市町村、727名余となっ

ております。身分は、公民館所属や災害ボラン

ティア、自主防災組織等異なっておりますが、

活動としましては、消防本部や消防団の後方支

援、自主防災組織的役割、水門管理等といった

内容になっております。

次に、事故等が発生した場合の公務災害補償

についてでございます。先ほど説明しました、

①の消防団員等公務災害補償等共済基金には全

市町村が加入しておりますが、イメージがわき

にくいと思いますので、補償額を、妻及び子供

２人のいる民間協力者（基本額１万600円）の例

で試算してみますと、１年間療養し、その間休

、 （ ）業した場合 休業補償等334万円と医療費 実費

。 、 、 、となります また 死亡した場合 死亡一時金

年金等で2,568万円、次年度以降は遺族年金、奨

学援護金等340万円支払われることとなります。

続きまして、②の宮崎県消防表彰規程につい

てでございます。県におきましては、公務災害

補償等とは別に宮崎県消防表彰規程を設けてお

りまして、一般協力者の場合、死亡時には300万

円から360万円の間で、傷害を負ったり負傷した

場合、その程度により６万円から90万円が見舞

金として支給されることとなっております。ま

た、国、市町村も同様の規定により見舞金を支

給しております。

最後に、③の市町村の独自措置でございます

が、今申し上げましたものに加えまして、宮崎

市は災害時消防支援ボランティア保険に、また

都城市高城町は、町単独補助のもと個人が民間

保険に加入しております。内容は記載のとおり

となっております。以上でございます。

。○星原委員長 それぞれ説明をいただきました
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ここで、委員の皆様方の御意見、御質疑等が

ありましたらお願いをしたいと思います。

お尋ねですけど、公務災害に該当○前本委員

します、火災等の災害出動の場合の服装着用の

要件というのがあるかどうかということと、ど

のようなシステムでこういう災害の見舞金等の

申請をするのか。手続上の問題として、各分団

長を通して消防局とか保険会社とかあると思う

んですが、流れを教えてください。

災害時出動の際の服装着○押川消防保安室長

用ということでしょうか。

例えば帽子だけかぶっていればい○前本委員

いとか、火災出動の場合には火をよけるような

服装がありますよね。その着用の必要がありま

すけど、それを着用していなかったら出ないと

か、いろいろ条件があるように聞いております

ので、そのあたりの内容が、一律あるのかどう

か、市町村に任せているのか、教えていただき

たいと思います。

今委員の御質問の部分、○押川消防保安室長

私もよく承知しておりませんので、後日きっち

りと確認をして、後の部分も含めてお答えした

いと思います。

公務災害補償制度で、15ページの○髙橋委員

掛金の年額のところで、民間協力者分２円掛け

る市町村人口とあります。ということは、市町

村の方すべてが民間従事者として、災害現場に

行って災害に遭われたら補償すると理解してい

いんですね。

はい、おっしゃるとおり○押川消防保安室長

でございます。

、○髙橋委員 17ページの公務災害補償について

①で、死亡した場合、遺族に対して死亡一時金

とかありますが、次年度以降340万円というのが

遺族年金として出る、すごく高額だなと思いま

した。これは遺族が生きていればずっと出るん

でしょう。

この事例の場合は子供さ○押川消防保安室長

んが小中学生２人ということですので、奥様は

ずっと出ますが、子供さんは18歳になったら停

止となる仕組みになっています。

したがって、次年度以降340万円と○髙橋委員

いうのは、小中学生が18歳までという金額です

ね。

そのとおりです。○押川消防保安室長

、○丸山委員 防災対策推進条例についてですが

市町村への周知も行っている。また、今後もさ

らに周知を行っていきたいということなんです

が、私も地元の方で「こういう条例をつくりま

した」と言うと 「あ、そうなんですか」という、

ぐらいの反応しかないものですから、我々議会

としても積極的に市町村議会等を通じましてこ

の条例の徹底もやっていきたいんですが、担当

している市町村職員の反応、どういう意見があ

るのかお伺いしたいと思います。

昨年の暮れに、他の件と○日髙危機管理室長

、 、あわせてですが 主幹以下全市町村を巡回して

防災対策推進条例というのが制定されて、今後

これに基づく取り組みをということで、まだ詳

細な指導まではしておりません。今後の予定で

は、３月にもう一回巡回指導して全市町村の担

当と連携を図ろうという考えで今進めておりま

す。

５ページ以降に「条例に沿った項○丸山委員

目毎の検討」ということで、18年度既に始まっ

ているものと、19年度以降やっていきたいとい

う取り組みが書かれているんですが、19年度の

当初予算は恐らく骨格予算になるので、６月の

補正予算等で出てくると思ってよろしいんで

しょうか 具体的な予算措置も考えていると思っ。
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てよろしいのかお伺いします。

平成19年度以降の事業に○日髙危機管理室長

ついて、そのような考えでいいのかということ

ですが、一応19年度からそういう項目について

対策事業としてやっていこうという考えでおり

ます。

そのときは恐らくことしの６月で○丸山委員

すので、我々も当選しておかないと議論はでき

ないと思うんですが、しっかりと予算化してい

くようにお願いしたいと思います。

県民への周知は物すごく大切だと○井上委員

思うんです。県民の方たちが、うちの地域は安

心と、そういう下支えがあるということがメッ

セージされることが大変重要だと思いますけれ

ども、県庁ホームページはすべて一緒になって

いるものですから、そこだけクリックして見る

ということにはならないのかもしれないんです

けど、これの浸透度というのはどんなふうにお

考えですか。

今おっしゃいましたいろ○日髙危機管理室長

んな防災対策、条例の周知も含めまして、どれ

だけ県民に浸透しておるかということの確認、

検証ということになれば、アンケートなり調査

の方法はあろうかと思いますが、検証の仕方に

ついては検討をして、県民の方々がどれだけ周

知しておるか、どのあたりが足らないのかとい

うことは、一長一短にいきませんでしょうけれ

ども、随時、足りないところは補足して指導を

行って周知していきたいと考えております。

先ほど丸山委員からもありました○井上委員

けど、市町村の広報にしっかり載っていくとい

。 、うのがすごくいいと思うんです それと同時に

先日は防災リーダーの方たちのことがマスコミ

、に取り上げられて授与式とかやっていましたが

ああいうことの一つ一つが防災条例に深みを持

たせるというか、県民、市民に届くというか、

そういう印象を持つわけです。自主防災組織が

いつまでも60％では困るし、また、つくるだけ

ではなく活動していただくということが大変重

要ですので、そういう意味で、市町村での防災

リーダーをいつも掘り起こしておく取り組みを

していただきたいと思うんですけど、その辺の

市町村に対する働きかけというのはどうなって

いますか。

先日、防災士10名の方に○日髙危機管理室長

交付式を行っておりますが、この人たちとも検

討会を開いて、その人たちの目から見た自主防

。なり防災対策についての意見交換を行いました

委員が今おっしゃったとおり、この人たちを核

にしてその輪を広げていくことで自主防が活性

化していくのではないかという確信を、その人

たちの話を聞いておって持ちました。それと、

県の施策でやりました防災士養成のほかに、県

、内に80数名の方が防災士としておられますので

この方たちにも声をかけて防災士のネットワー

クをつくっていこうと思います。そしていろん

、 、な自主防の訓練等があるときに その人たちに

「どこであります。都合がつけば行って指導を

お願いします」ということを連絡する。防災士

、 、ネットワークに うちの方からも情報提供する

市町村の方からも情報提供する、そういうとこ

ろで自主防、あるいは地域の防災力を向上して

いきたいと考えております。

危機管理局ができて以降、自主防○井上委員

災組織に対しての意識も上がってきましたし、

防災リーダーの人たちもふえてきました 今おっ。

しゃるように、ネットワークをきちっとして常

に新鮮さを持っていただくようにする、風化さ

せないということが災害は一番大事ですので、

そういう取り組みを日常的にやっていただける
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ように、そして今まで自主防災組織がふえない

地域に対するてこ入れについてもぜひ努力をい

ただきたい。期待していますので、よろしくお

願いします。

委員会資料の17ページにＯＢ消防○内村委員

団員の組織が載っておりますが、消防団員は60

歳が定年ですけれども、このＯＢの方たちの定

年があるのかどうかということが一つと、都城

市高城町は水門の管理が仕事に入っているんで

すが、ほとんどのところは消防団の後方支援と

いうことですけれども、この兼ね合いをお尋ね

したいと思います。

ＯＢ消防団については、○押川消防保安室長

特段どこも定年はないようでございまして、き

ちっとした決まり事はありませんが、自分たち

の体力、気力等が許す限りやっていただく、そ

ういうふうな内規でやっていらっしゃるみたい

でございます。

２番目の水門の管理等という話ですが、今委

員が御指摘のとおり、消防団員を勇退する時期

は、諸塚ですと43歳、五ヶ瀬ですと45歳と年齢

も若いんですが、60歳からのところが７つの中

では多うございます 若い人たちの場合は おっ。 、

しゃるように力仕事ができると思いますが、70

歳ぐらいの方がやられる仕事といいますと、予

防啓発活動等より軽易な作業になってくるので

はないかと思っております。

以前、都城の方で、70何歳の方が○内村委員

いらっしゃって、水門管理は体力的に無理じゃ

ないかというのが話題に出たんです。それで今

はほとんどどこも消防団が管理しているような

状態です。ＯＢの活動内容で水門管理というの

がありますが、上屋がある水門はまだいいんで

すけれども、それのないところ、危険性ですよ

ね、そういうところを今後の課題といいますか

検討をしていただけたらと思います。

先ほど申し上げましたよ○押川消防保安室長

うに、その方の体力、気力等に応じてやられて

いるものと思っておりますが、そこあたりは消

防団等を通じてそのような話もしていきたいと

思っております。

ほかにありませんか。○星原委員長

、 、なければ 質疑等もないようでありますから

以上で総務部の概要説明を終わります。ありが

とうございました。

総務部の皆さんは退席をしていただいて結構

であります。

暫時休憩いたします。

午前10時31分休憩

午前10時38分再開

それでは、委員会を再開いたし○星原委員長

ます。

委員協議を行います。

まず （１）委員会報告書骨子（案）について、

であります。

資料１の１ページをごらんください。委員会

報告書の骨子案を記載しております。大きな項

目としては 「Ⅰ 特別委員会の設置 「Ⅱ 調、 」、

査活動の概要 「Ⅲ 結び 「Ⅳ 特別委員会設」、 」、

置等資料の構成」といたしたいと思います。

、「 」 、なお Ⅱ 調査活動の概要 につきましては

委員会の調査事項や、これまでの委員会での審

議の内容等を踏まえまして 「１ 本県を取り巻、

く現状等について 「２ 宮崎県防災対策推進」、

条例の制定について 「３ 防災・危機管理に」、

関する諸対策について」とし、また、それぞれ

をごらんいただいておりますような項目に分け

て、審議、調査の内容、委員会としての意見等

について記述することとしております。
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「Ⅲ 結び」では、調査活動の総括や提言を行

うこととしております。

次に、２ページをごらんください。２ページ

から７ページまでは、骨子案に掲げております

項目についてさらに詳しく記載しております。

また、委員の皆様からいただいた主な御意見は

８ページから９ページに記載をしております。

内容につきまして、書記の方より説明をいた

させます。

矢野書記、よろしくお願いをします。

２ページからの「防災対策特別委○矢野書記

員会報告書骨子（案 」について、御説明をいた）

したいと思います。

先ほど委員長の方からございましたような構

成で報告書を作成することといたしております

けれども、報告書の中身につきまして、さらに

詳しく御説明をして御意見をいただきたいと

思っております。座って説明をさせていただき

ます。

まず、２ページの「Ⅰ 特別委員会の設置」と

いうところでございますが、ここはどの報告書

も同じような形でございますけれども 「平成18、

年４月臨時県議会で防災対策に関する所要の調

査活動を行うことを目的に設置された 、そうい」

う旨の記述をいたすこととしております。

「Ⅱ 調査活動の概要」でございますが、先ほ

どありましたとおり、１の本県を取り巻く現状

等についての（１）本県の現状というところで

ございますが、基本的には条例の前文と同じよ

。 、うなことを記載することにしております まず

「宮崎県は、地理的・自然的条件から過去幾度

。も暴風・豪雨等により大きな被害を被ってきた

また、東南海・南海地震、日向灘地震等は、そ

の周期などから発生の可能性が高まっているこ

とに加え、霧島火山群も活動を続けている。平

成17年に宮崎県を襲った台風14号は、多くの尊

、 。 、い命を奪い 甚大な被害をもたらした 本年も

７月のえびのの豪雨、同９月の台風13号の竜巻

により被害が発生した。風水害をはじめとする

多様な自然災害等に迅速かつ的確に取り組むた

めには、防災基盤の整備、災害に強い県土づく

り、住民・地域行政が一体となった防災対策等

に取り組む必要がある。これまで、県において

は、治山治水対策や県民の防災対策に関する意

識の啓発、情報連絡体制の整備等様々な対策を

講じてきた」ということで、主なものをポツで

挙げておりますが、地域防災計画の修正、総合

防災訓練、防災啓発、総合情報ネットワークの

整備、ハードになりますけれども、山地治山事

業、水防対策、災害に遭ったときの河川激甚災

害対策等の事業があるということを記述したい

と思っております。

次に 「災害を最小限に抑えるためには、これ、

まで本県が取り組んできた防災対策のさらなる

充実はもとより、県をはじめ県民、事業者、市

町村等が 『自助 『共助 『公助』の考え方、 』、 』、

をもとに、危機意識を常に持ち、それぞれの責

務や役割を認識するとともに、相互の信頼関係

を醸成し、災害の予防対策、応急対策及び復旧

・復興対策を推進することが必要である」とい

うこと 「特に、風水害については、近年想定を。

上回るような災害が発生していること等から、

その拡大防止策等に取り組むことが重要」とい

うことを書こうと思っております。

これが、本県を取り巻く現状ということで書

かせていただく部分でございます。

（２）の当委員会の調査事項及び調査の概要

につきましては、当委員会のこれまでの活動概

要を記述するということで、執行部からの意見

聴取とか県内外調査の内容について、概要的な
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部分で記述をしたいということで 「これまでの、

委員会での審議内容について」というのを参考

資料としてお示ししておりますが、この中身の

主なものをピックアップしてここに記述をした

いと考えております。

２の宮崎県防災対策推進条例の制定について

というところで （１）条例制定の意義等をまず、

書かせていただこうと思います。これは条例の

目的のところに書かれているのと同じようなこ

とを書きたいということで 「災害から、県民の、

生命、身体、財産を守るためには 『自助 『共、 』、

助 『公助』の考えのもと、県、市町村、県民』、

、及び事業者がそれぞれの責務又は役割を自覚し

相互の信頼関係に基づき、防災に関する目標を

共有し、予防対策から応急対策及び復旧・復興

対策に至る一連の防災対策を実施することによ

り、災害に強い地域社会の実現に努めていくこ

とが重要」というようなことを書かせていただ

きたいと思います。

それと、防災対策特別委員会で条例制定の検

討を行い、本県議会初の政策条例として発議し

制定したということ。全国では８番目、議員発

議の防災に関する条例としては全国初であると

いうことを書かせていただきたいと思っており

ます。

条例の構成等を（２）に出しておりますが、

これにつきましては、①の目的、②の構成とし

ましては、５章40条から成る条文の構成の中身

をここで説明をしようと考えております。

続いて、４ページをごらんいただきたいと思

います （３）条例制定のための検討ということ。

で、①に条文の検討を行ってきた経緯、さまざ

まな法令、所管部局署の他の法令との抵触につ

いて検討した。そのような地道な作業が重要と

なるというようなことを書きたいと思っており

ます。

②各種意見聴取等ということで、委員会で意

。見を聴取したものをここで挙げたいと思います

まず、アですが、執行部からの聴取ということ

で、委員会に執行部を招聘し説明を聴取したこ

と。中身については、それぞれポツにあるよう

。 、 、なものもやっているということです イで 国

市町村からの意見聴取も行ったということ。ウ

で、自主防災組織・消防については県内調査に

おいて意見聴取をした。エで、パブリックコメ

ントの実施による県民からの意見聴取もしたと

いうことで、これについては本県議会として初

の「県民に対するパブリックコメント」を実施

したということで、主な意見と委員会の考え方

をここに記述したいと思います。

それと、③参考人招致・意見交換会の開催と

いうのを挙げてございますが、条例を制定する

過程において参考人招致やＮＰＯとの意見交換

会をやらせていただきましたので、その旨につ

いてここで記載をしたいと考えております。

④として、県内調査での被災地調査について

も書こうと思っております。

続いて、５ページでございます。以上で条例

制定の部分は終了なんですが、条例制定後の対

、応について委員会でもお話がありました部分で

①として条例の広報及びその方法の検討をした

こと、②として「竜巻」の取り扱いの検討をし

たこと、③として、きょうですけれども、防災

対策推進条例に基づく県の取り組みについても

検討したということ、④として、岐阜県で県外

調査を行いまして条例制定後の対応をさせてい

。ただいたということを書こうと思っております

大きな項目３、防災・危機管理に関する諸対

策についてということですが、一番最初に、現

状に近いことですが、県及び市町村の体制が今
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どうなっているのかということを書こうと思っ

ております。特に県については、中身について

新規事業等もございますので、ポツの上から３

番目、24時間防災ウオッチ体制整備、産学公・

住人連携による総合防災対策、これについては

一番最初の委員会でこの内容についてお聞きを

したところでありますし、24時間防災ウオッチ

体制については県内調査をしたので、そのこと

を書かせていただくということです。

、 、県 市町村のほかに地域防災力ということで

①自主防災組織について、②ＮＰＯ・企業の防

災活動への参画、③消防団についてということ

で、自主防災組織の現状と課題として、組織率

や高齢化、未加入という部分もありますし、自

主防災組織活動強化事業というのを県が行って

おりますが、その話も聞きましたので、そのこ

と。また、防災リーダー・防災士の育成、養成

についての話を書かせていただこうと思ってお

ります。他県の状況としては、神戸市で防災福

祉コミュニティのお話を聞きましたので、その

ことをここに挙げたいと思っております。②Ｎ

ＰＯ・企業の防災活動への参画ということです

が、意見交換会及び県の災害ボランティア活動

支援事業について聞きましたので、その話と、

西宮市の消防協力隊の調査をした話。③消防団

については、消防団の現状と課題、きょうお話

を伺ったＯＢ消防団も含め記述をさせていただ

きたいと思っております。

続いて６ページですが （３）情報収集及び伝、

達についてということで、県・市町村における

対策と参考人招致での意見の大きく２つに分け

まして、県・市町村における対策を執行部から

聞きましたし、調査いたしましたが、その分を

書かせていただいて、参考人招致での意見につ

きましては、宮大の村上助教授のお話を書かせ

ていただこうと考えております。

（４）の避難対策については、今度、避難準

備情報等が新たに創設されましたので、そこら

あたりのお話と、②の災害時要援護者の避難対

、 、策 ③の防災資機材の整備の話も聞きましたし

④で参考人招致での意見等も入れたいと思って

おります。

（５）その他の対策につきましては、この委

員会で聞きましたハード事業に関する事業につ

いての調査内容について記述をする予定として

おります。

続いて７ページですが 「Ⅲ 結び」におきま、

しては、先ほど委員長の方からもありましたよ

うに、調査活動の総括と提言を行いたいと思い

ます。

「 」 、Ⅳ 特別委員会設置等資料 につきましては

どこも毎回同じような形で、委員名簿、調査活

動の経過等をつけさせていただくことにしてお

ります。

続いて８ページでございますが、今回は書け

ておりませんけれども、前回までの委員会等で

の主な意見をここに挙げさせていただいており

ます。

県・市町村の防災体制については 「災害が発、

生した場合に、迅速に対応できる組織体制の構

築をしてほしい とか 県と市町村の連携をしっ」 、「

かりとること、及び広域行政の中で防災等に関

して県の責任を明確にしてほしい」という御意

見を委員会の中でいただいております。

地域防災力の自主防災組織については 「防災、

リーダー等の育成に関して」とか 「自治会の加、

入促進を県はしたらどうか 「地方から都市部」、

へ勤務している住民が多くなっているという実

情とあわせて自主防災を考えていかなければな

らない 「日常的な危機感を持続するような取」、



- 10 -

り組み、方策、体制が必要だ」というお話をい

ただいております。

企業の防災活動への参画、消防団につきまし

ては 「地方では過疎化が進んでいるので、消防、

団員を確保するのは非常に難しい。企業がその

地域にあるので、その地域の消防活動に参画す

ることは地域防災力を高めるためには重要であ

るが、企業の方も大変なので、企業が消防団員

を出しやすい環境づくりに県としても取り組ん

でほしい 、また 「高齢者が多く消防団が機能」 、

しにくい地域においては、隣接する大きな集落

や若い人たちが多い地域等が高齢者世帯の地域

をフォローするような体制づくりが行政として

できないか」という御意見をいただいたところ

であります。

９ページでありますが、情報収集・伝達につ

きましては 「避難準備情報、避難勧告、避難指、

示の基準や内容等を住民に明確に理解をさせる

こと その手だてを講じるべき ハザードマッ、 」、「

プの作成については、住民が参画し責任を持っ

て作成するという意識を持つべきだ」という御

意見をいただいております。

避難対策については 「住民がその居住する地、

域が、以前とどんなふうに変わってきたのか事

前に情報伝達をしておかないと、昔の勘に頼っ

て判断をし避難しようとする。その対策をきち

んとしておいていただきたい 「避難対策をい」、

ろいろ見直すだろうけれども、災害の経験を生

かし、実態に即して見直してほしい。国が変え

るから変えるのではなくて、地域に準ずる形で

丁寧に変えてほしい」という御意見もいただい

ております。

その他の対策につきましては 「災害復旧対策、

等においては、災害復旧整備が終われば万全だ

という認識を住民に与えないように、万全を尽

、 、くしたけれども 必ずしも万全ではないことと

計画を上回る災害が発生する可能性があること

を県としても周知させてほしい 「近年、想定」、

外の災害が多く発生しているけれども、一度起

こった事象はもはや想定外ではないため、これ

らに対応できるような対策も必要ではないか 、」

「竜巻について、国等にも働きかけて早急に研

」、「 、 、究を行ってほしい 災害復旧事業は 制度上

期限等も定められて限られているけれども、災

害を原因とした復旧事業については、できる限

り国の方から補助が出るように、制度の見直し

等を国に対し要望すべきではないのか」という

御意見を今までの委員会の中でいただいていた

ところです。

早口になりましたけれども、報告書の内容の

詳細及び今までの委員会でいただいた主な意見

については以上でございます。

正副委員長案の説明は以上であ○星原委員長

りますが、報告書の「結び」におきまして、防

災対策に対する当特別委員会としての提言を行

うこととしておりますが、これにつきまして、

先ほど説明をいたしました「委員会等での主な

意見」と本日の審議での御意見等を参考に、委

員の皆様方から提言について何かございました

らお願いをいたしたいと存じます。

「結び」は、ここに書いてある主○丸山委員

な意見をまとめていただければいいと思うんで

すが、ぜひお願いしたいのが、新知事のマニフ

ェストにも出ているようでありますけれども、

防災に対する基金の造成も当委員会からもしっ

かり出していただくとありがたいと思っており

ますので、その項目もぜひ追加をしていただく

とありがたいと思います。

それは以前から出ておりました○星原委員長

から、ぜひ基金についての意見は出したいと思
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います。

今の丸山委員の意見はそのとおり○井上委員

で、そこはぜひしっかりと出していただきたい

ということと、もう一つは 「災害を最小限に抑、

えるためには」という項目のところにもあるよ

うに、市町村を含めてみんなが、自助、共助、

公助の考え方のもとにということで、危機意識

を常に忘れないでいるということが大事だと思

うんです。最終的には、防災の日をしっかりと

したものにしないと、それを形骸化させてはい

けないと思うんです。まだ決定もしていないん

ですが、防災の日に対する思いを私たちがしっ

かりと持っていると、そこで集約じゃないけれ

ども、特別委員会がそこに非常な期待感を持っ

ていることについても付記していただきたいと

思います。

「災害は忘れたころに」となり○星原委員長

ますので、今言われましたような、県民がそれ

ぞれ地域の中で災害に対する意識を常に持てる

ように啓発もしていく必要があると思いますの

で、その辺ももうちょっと詳しく入れさせてい

ただきたいと思います。

委員会がこれについては非常に○井上委員

プッシュしたんだということを明確にしておい

ていただきたいと思うんです 「自分たちがつ。

くったっちゃ じゃなくて 委員会からプッシュ」 、

されたんだということをきちんと明確にしてお

いていただきたいと思います。

はい、わかりました。○星原委員長

清武町の鳥インフルエンザの調査○井上委員

に自分たちで勝手に行かせていただいたら、全

国瞬時警報システムで、鳥インフルエンザの地

図 谷口孵卵場を中心に周辺にどんなものがあっ、

て、どこに何を飼っている。例えば近くにイノ

シシをペットとして飼っているとか 全部のマッ、

プがぱっと瞬時に出るようになっているんです

ね。国民保護法の関係もあって、そういうのに

対応できるようなマップがちゃんとあって、清

武町はそれによってどこからどこに何があると

いうのを瞬時に出して瞬時に対応したと 「これ。

はすごいもんです」と清武町長が言っておられ

ましたが、こういうシステムはもっときちんと

入っていってきちんと活用できると、防災以外

、でも活用ができるということがすごくいいなと

改めてこれについては驚きました。すごくいい

システムだなと思っています。１回これをちゃ

んと見せていただければよかったかなと思いま

した。

防災の委員会とは違うかもしれま○長友委員

せんけれども、鳥インフルエンザですね、職員

が臨戦態勢というか野戦病院みたいな状態で今

やっていて、パンク寸前なんですよね。家畜保

健衛生所の数なんかにしても他県に比べて少な

いというのもありますが、うがい液とか消毒液

とかそんなものすら、上司がポケットマネーか

ら出したりとかそんな状況もあるわけです。そ

れと、風邪を引いたといったら普通の病院に行

けないわけです。県病院がこういうときの特別

な部門を持っているけれども、病院へのルート

がきちんとしていないということで簡単に行け

ないということもあるので、そこ辺の手だてを

何かやっておかないと、今回また日向で輪をか

けて出て、大変な数が対象になってきますが、

パンクしますよ。早くこの辺を議会全体として

もきちんとしておいてあげないと、インフルエ

ンザからの大変な災害ということになってくる

んじゃないか。自然災害じゃなくてそういう部

分も何かやっておいた方がいいような気がしま

す。

「健康管理はやったのか」と言っ○水間委員
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たら、現実に７～８人が風邪を引いたと。あと

は県病院かどこに行ったか知らないけれども。

県病院に鳥インフルエンザが変異○長友委員

したときの体制があるんです。そこが機能して

いるかどうかチェックせにゃいかんのでしょう

けど、どこかの病院ではやりよるんだけど、普

通のところにはやれないわけです。そこ辺、職

員のバックアップ体制をしてやらないと、大変

な状況になっています。

報告書骨子（案）については、○星原委員長

ほかにありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

では、そのようにそちらの方は閉めさせてい

ただきたいと思います。

なおまた、今後の取り扱いでありますが、正

副委員長の方で原案を作成いたしまして、委員

の皆様に印刷の前までに御了解をいただくよう

な形で進めさせていただきたいと考えておりま

すが、それでよろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのような形で進め○星原委員長

させていただきます。

次回の委員会は、２月定例会中、事務局案で

は３月７日（水曜日）午前10時からとなります

が、報告書につきましては、先ほどお話しいた

しましたとおり、印刷の関係上、事前に皆様の

御了解をいただくこととなります。

でき上がりました報告書は、ほかの委員会の

分と合冊して議場に配付することとなりますの

で、御了承をお願いしたいと存じます。

なお、次回の委員会では、２月定例会最終日

に議場にて行います「委員長報告（案 （報告）」

書を要約したもの）の御協議をお願いしたいと

考えておりますので、よろしくお願いをいたし

ます。

次に、その他でございませんか。

なければ、本日の委員会はこれで終了したい

と思います。

次回の委員会は、２月定例会中、３月７日午

前10時からを予定しておりますので、よろしく

お願いをいたします。

以上で本日の委員会を閉会いたします。

午前11時６分閉会


